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市の人口　７月１日現在　●総人口 49,147人（前月比+16）　●男 24,890人（前月比－9）　●女 24,257人（前月比＋25）　●世帯数 22,405世帯（前月比＋10）

そろばん

広報サポーター　松村 正さん

このコーナーでは、元気な亀山っ子の写真を
募集しています。掲載を希望する人は、
広報グループ（☎84－5021）へご連絡ください。

　パチパチと心地良い音をたて、珠を弾く「そろば
ん」。左手は軽く枠を押え、右手は中指、薬指、小指を
軽く握り、親指と人指し指で珠を上下に弾いて使い
ます。基本の使い方を覚えると、足し算、引き算、掛
け算、割り算などの計算ができます。
　今はデジタル時代で電卓を使って仕事をする人
が多いですが、今回取材した森口さんが勤める職場
の机には、そろばんと電卓が置いてありました。
　そろばんを見ること、触ることがとても懐かしく
思い、お話を伺うと、「子どもの頃に習ってから、そ
ろばんを使う仕事がずっと続いています。私の宝物
です」と両手でそろばんを持ち、笑顔で話してくだ
さいました。ほかにも、「買い物をするときは、自然
と心の中で親指と人差し指で暗算していて、不思議
な気持ちです。慣れからくる習慣とは怖いもので
す」と話されていました。

　森口さんは、仕事の用途によりそろばんと電卓を
使い分けています。
　同僚から「二刀流だー！大谷選手と一緒だ」と言
われると、「えーっ！」と大声で答え、職場は爆笑の
渦に沸いていました。
　そろばんは、中国から日本に伝わり、庶民に広
がったのは江戸時代からと言われています。　　
　最近では、頭脳を若く保つために始める人も多い
ようです。皆さんも、ぜひそろばんに触れてみては
いかがですか？

我が家の推しです。 きょうだい３人、笑顔で楽しく過ごそうね！
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